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第２０号　２０２１
Ⅰ．問題と目的
　筆者らが執筆した「障害のある人との人間関係の形成
を促すツール作成─Moodleを活用した授業実践より
⑴」では，肢体不自由，重複障害，病弱の人との人間関
係形成について，ツールの作成を通して，検討を加えて
きた。本論文では，第１報に引き続き，大学院授業であ
る「臨床人間関係」での取り組みの一つとして，特に，
肢体不自由，重複障害，病弱の人との人間関係の形成を
促すツールについて，筆者らが作成したツールを整理し，
考察を加えることを目的とする。
Ⅱ．作成したツールの実際
　ここでは，筆者らが，知的障害，聴覚障害，視覚障害
がある人との人間関係の形成を促すツールとして実際に
作成した内容を取り上げる。これらは，学習支援プラッ
トフォームシステムであるMoodle＊注１において，作成画
像と説明文が提出されたものである。
⑴　知的障害
　図１は，第１著者が作成した組み立て部首カードであ
る。知的障害のある子どもにとって，達成感を持つこと
ができる活動は，とても重要である。知的障害のある人
との人間関係の形成にあたって，複雑なことをスモール
ステップで行うことは効果的であると考えられる。そこ
で，組み立て部首カードを活用した学習教材を考えた。
事前に指定した漢字を知的障害のある子どもに提示し，
部首を組み合わせることによって同じ漢字をつくるとい
うものである。漢字を組み合わせる過程においてコミュ
ニケーションも生じることが予測される。
　図２は，第２著者が作成した知的障害のある子ども向
けのじゃんけんのツールである。「じゃんけん」がどうし
ても理解できず，勝ち負けの概念もなく，グーチョキパー
の手指の操作も苦手であったため，手指の運動を楽しく
行うことから始めた。「はさみ」「紙」「石（の代わりにな
るもの）」を使って，強さを理解する。「勝ち」のときに，
賞賛等を行うことで，勝つ喜びを理解する。平成３０年
３月に告示された特別支援学校学習指導要領解説各教科
等編（文部科学省，２０１８）では，知的障害のある児童生
徒の指導上の留意点や支援策として，「成功経験が少ない
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図１　組み立て部首カード
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ことなどにより，主体的に活動に取り組む意欲が十分に
育っていないことが多い。そのため，学習の過程では，
子どもが頑張っているところやできたところを細かく認
めたり，称賛したりすることで，児童生徒の自信や主体
的に取り組む意欲を育むことが重要となること，抽象的
な内容の指導よりも，実際的な生活場面の中で，具体的
に思考や判断，表現できるようにする指導が効果的であ
ること」などが指摘されている。また，知的障害のある
子どもにとって，相手と同時に（ポンのタイミング）に
出すことが課題となったが，最終的にじゃんけんを習得
することができた。じゃんけんを前提としたゲーム（先
攻後攻を決める）への応用もできるようになった。
　知的障害のある子どもとの人間関係の形成に当たって
は，子どもの行動の理解を深めること，障害の特性を踏
まえた指導方法を工夫することが重要であると考えられ
る。平成３０年３月に告示された特別支援学校学習指導要
領解説各教科等編（文部科学省，２０１８）では，その際，
知的障害のある児童生徒が，「自ら見通しをもって主体的
に行動できるよう，日課や学習環境などを分かりやすく
し，規則的でまとまりのある学校生活が送れるようにす
る」などの教育的対応を示している。以上の事項を踏ま
え，図３，図４は，第５著者が作成した知的障害のある
生徒の週予定である。図３は，１学期の遠足の週の予定
である。教科名とともに，イラストを入れており，行事
の場合は，行先・方法・集合時間や大まかな流れを入れ
ている。図４は，３学期の週予定である。いつも見てい
る文字は読めるようになり，授業もイメージできるよう
になったので，イラストを抜いてある。また，通常時間
割と異なる場合は色を変えてわかりやすくしている。掲
示方法であるが，教室前方の黒板横の掲示板に貼り，黒
板にはその日の時間割を記入する。時間割変更や場所の
変更，行事への取り組みの場合は色を変更し，時間や持
ち物も記入しておくと，その都度，生徒が自分自身で確
認して，わからないことを質問するようになった。週予
定がなかった時には，「今日は何する？」「どこでする？」
など１日に何度も聞かれることが多かったが，週予定を
見て，「明日は家庭だね。エプロンいる？しんどくならな
いように早く寝るわ」など，学習活動を見通し期待感を
もってやりとりすることが増え，準備等をすすんで行う
ようになった。
　知的障害のある人との人間関係の形成を促す教材につ
いて，第３著者は，知的障害がある人の得意なもの，好
きなものでのコミュニケーションに着目した。知的障害
のある人が興味を示しているものや，得意なもの等を話
題にしたり，具体物に触れたりすることによって，本人
から自発的に言葉を発したり，安心感にもつながったり
している点は，コミュニケーションにおいて重要である
と考えられる。干川・坂田（２０１９）はいくつかの実践が
ある中で，知的障害のある子どもに対して，二語文ある
いは三語文で要求言語行動する実践を行ったが，相手の
注意を向けさせる発言が観察され，コミュニケーション
の促進が示唆されている。従って，知的障害のある子ど
もの興味に合わせた遊具などを用いることで，ことばの
発達が促進され，人間関係の形成にもつながると考えら
れる。また，コミュニケーションツールとしてよく使わ
れる絵カードは，発語が困難な場合，よく活用されるも
のであるが，知的障害は他の障害と重複していることも
多く，学校現場や療育機関等では，写真や絵カード，手
話を簡略化したマカトンサインなど，各々にあった使い
やすく理解しやすいコミュニケーション手段を用いるこ
とになってきている。気持ちを表現するカードも語彙力
の未熟な児童生徒が自分の思いを表現する際，イラスト
と言葉をつなげる場面において有効であると考えられる。
⑵　聴覚障害
　第６著者による体験であるが，交流学習として，聴覚
支援学校と通常学校の児童との交流機会があった。交流
前に，聴覚支援学校の教員から通常学級の児童に対して
関わり方や注意点等が伝えられた。通常学校の授業では，
補聴器と連動するマイク（補聴援助システム）を活用し，
図４　知的障害のある生徒の３学期の週予定
図３　知的障害のある生徒の１学期の週予定
－３９－
障害のある人との人間関係の形成を促すツール作成　－－Moodleを活用した授業実践より－－⑵
聴覚支援学校の児童も教員の話を聞いている様子だった。
困った様子があった際には，聴覚支援学校の教員がその
都度手話で伝えたり，通常学級の児童が少し大きな声を
出しながら身振り手振りを見せたりした。休み時間にな
ると，通常学級の児童らは聴覚支援学校の教員のところ
に行って，手話を教えてほしいとお願いをして手話の練
習をし，聴覚支援学校の児童へ手話を使って関わろうと
する様子が見られた。聴覚支援学校の児童から通常学級
の児童に手話を教えたりすることもあった。通常学級の
ほとんどの児童らは手話に興味を持つようになった。通
常学級の児童らが聴覚支援学校の児童とのコミュニケー
ションの方法を知って，聴覚障害を理解しようとしたこ
とで，短時間であるがよい関係性を築いていったと考え
る。このような交流を機会に，通常学級の児童に障害理
解教育としてフランツ＝ヨーゼフ・ファイニク著，フェ
レーナ・バルハウス絵，ささき／たづこ翻訳の『わたし
たち手で話します』という絵本を用いて，聴覚障害のあ
る主人公の生活，コミュニケーションについて授業で取
り上げた。この絵本では主人公が自分の名前を手で表現
（手話ではない）していたため，授業でも児童が自分の名
前を自由に手で表すことをした。さらに，コミュニケー
ションについてはすでに手話に興味を持っていたため，
授業中に手話で挨拶する練習をしたり，指文字表を見な
がら自分の名前を表現したりしていた。児童の中には，
聴覚支援学校の児童の来校時に手話でコミュニケーショ
ンを取りたいという意見もあげられた。
　第４著者は，手話のイラストと，その意味が書かれた
メモ帳を考案した。これは，まだ手話を使うことの難し
い教員や支援者の助けとなるコミュニケーションツール
である。比較的よく使う手話や，必須となる物を記載し
ておくことで，手話への苦手意識を軽減することをねら
いとしている。メモ帳であるため，筆談も可能であり，
文字がわからない場合は，手話の絵をみて聴覚障害のあ
る人が判断することも可能である。
　第１著者は，図５のように具体物と漢字のマッチング
を考案した。聴覚障害のある子どもにとって，耳で言語
情報を聞き取ることが難しいので，筆談などのコミュニ
ケーション手段の利用を促進することが大切である。し
かし，聴覚障害のある子どもたちは，漢字の読み書きに
困難を示す傾向が強いと考えられる。そこで，聴覚障害
のある子どもの実態を把握した上で，部首の組み合わせ
で漢字の読み書きを習得することが重要である。以下で
具体例を挙げて説明する。協力者は「あなたはどんな動
物が好きですか」という問題を文字で表示したのち，聴
覚障害のある子どもは，「私は猫が好きです」と答え，猫
の絵カードを探す。ひらがなカードと部品カードをそれ
ぞれ組み合わせて猫の漢字書きとひらがな書きを習得す
る。
　第３著者からは，「手で触って数の認識を獲得する」「色
の違いに気づく」「振ってみて重みを感じる」などの意見
が述べられた。
　図６は，第２著者が考案した聴覚障害がある人とのし
りとりをするゲームである。「Communication」と書か
れたBoxから１枚，「Time」と書かれたBoxから１枚カー
ドを引く。例えば「ジェスチャー」「１５秒」のカードを
図６　聴覚障害のある人とのしりとりゲーム
図５　ひらがなカードと部首カードの組み合わせ
図７　絵日記の活用
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引いた場合，１５秒間でジェスチャーを行い，次の人にし
りとりを繋げていく。「Free」と書かれているカードを
引いた場合，自由な手段を使うことができる。時間内に
伝わらなかった場合は，パスとなる。「もう一度カードを
引く」または「選手交代」，ゴールの設定は，自分たちで
決定する。「何個できたかタイムを計る」「何秒以内にい
くつできたかを数える」「特に制限を作らず行う」など，
ゴールの設定は，ゲームを行う人で決定する。
　図７は，聴覚障害のある幼児や低学年児童，重複障害
のある児童で活用される絵日記である。おえかきちょう
やスケッチブックに絵日記を描く。保護者が家庭での出
来事について，子どもの印象に残っていることを１つだ
け毎日描いてきてもらう宿題を出す。その出来事につい
て，朝の会で子どもがスケッチブックを見ながら教員や
友達に話をして，やり取りする場面で使用する。「歯磨き
して歯が抜けた」「スーパーでお菓子を買った」「弟と喧
嘩した」など子どもが中心の日常を描いてもらうように
依頼する。小学生になると，自分で描いてくることもあ
る。重複障害のある児童では，行事作文の取り組みの導
入として，話をしながら絵を描きイメージをしぼったう
えで作文をまとめることもある。絵日記は，自分の経験
したことを他者に伝えるために活用する。そのイラスト
を見ながら，友達等から質問を受け，やりとりすること
で会話が広がり，新しい言葉の学習につながる。助詞に
○をつけたり，色を変えて表示したりするが，手話表現
には助詞が含まれていないため，目で見て助詞の使い方
を学ぶ基礎となるように目立つようにしている。大塚・
矢持・田中（２００２）は「絵日記が聴覚障害児の言葉によ
るコミュニケーションの欠落や困難を補う効果的な手段
である。絵日記を構成する部分部分の絵や材料に助けら
れつつ，子どもが心の中に自分の体験をなぞり，イメー
ジ化することができるので，それを母親と子ども，教師
と子ども，との間のコミュニケーションの手掛かりとす
るのである。同時に，これが言葉がけや言葉でのやりと
りのチャンスとなること」として，言葉の指導における
絵日記の役割の１つに挙げられ，聴覚障害児との人間関
係の形成にあたって，絵日記の重要性を指摘している。
　「手話」は共通言語であるが，英語を話せない日本人が
多くいるのと同じで，手話がわからない人もいる。その
時に，わからないからと言ってコミュニケーションをあ
きらめるのではなく，伝えようとする気持ちが大切であ
る。お互いが伝えたいと思えば，そこに共通した言葉や
方法が生まれると考える。
⑶　視覚障害
　第６著者は，大学時代の自然体験活動のボランティア
の際の弱視の子どもとの体験で，見つけたものを子ども
に触る機会をつくって，「ふわふわ」や「つるつる」など，
ものを触りながらことばに出していく取り組みを
Moodle上にあげた。児童が触って何かを認識したり，
ものを近くで見て色を認識したりすることができており，
子どもが興味を持ったことを一緒に共感したり，子ども
への配慮を理解したりを通して，その子どもとの人間関
係を築いていくことができた。第１著者は，見る力を育
てるWAVESを活用し，弱視の子どもが覚えた形に「○」
をつける取り組みを，第２著者は視覚障害の子どもが周
囲とコミュニケーションが取れる活動として，「箱の中身
は何でしょう」をMoodle上にあげた。箱の中身が見え
ない状態で，横の穴から手を入れて，触覚だけで箱の中
身をあてるゲームである。
　ICTの活用は障害のある子どものコミュニケーション
活動において，重要な役割を果たしている。例えば，知
的障害特別支援学校に在籍する自閉スペクトラム症のあ
る児童を対象とした研究では，ICTを活用して，コミュ
ニケーション能力を促す指導を行なった。アプリ
「SimpleMind Pro+」を活用することで，教師とのやり
とりが可視化になり，言葉の理解を促進すること，アプ
リ「DropTalk HD」を活用することによって，主体的に
給食の量を選択して会食したりできるようになったこと，
家庭においても，事前に量を自己申告して食べるように
なったことが指摘されている（山崎・水内，２０１９）。な
お，人との関わり方もICTの普及により大きな変化が生
まれた。例えば，SNSを利用して情報交換や情報発信を
すること，ICTによる遠隔支援を行うことが挙げられる。
近年，タブレット端末やスマートフォンのICT機器を利
用する実践報告がみられる。視覚障害の分野でも活用が
望まれる。それはなぜかというと，第４著者からは，「ス
マートフォンとタブレット端末の操作面がガラスであり，
触った感覚ではわからないからだ」と述べた。そこで，
第４著者は触覚でスマホの操作手順がわかるスマホカ
バーのアイデアを思いついた。スマートフォンの前面に
カバーをつけ，操作するべき場所に穴を開けておけば，
不要な部分をタッチしてしまって操作不能になることも
なく，操作が可能になるのではないかと考えた。また，
図８　「計測」アプリの活用
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ICT機器を効果的に使うためにそれぞれの障害の特徴に
応じた対応は必要不可欠だと考える。視覚障害のある子
どもが利用するICT機器としては，一般的には弱視の場
合は拡大機能を活用し，全盲の場合は読み上げ機能を利
用する，さらに弱視の見え方には様々な側面があり，文
字を読むことに困難を抱える弱視の子どももいるので，
拡大機能や読み上げ機能を併用する場合もある。
　図８は，第１著者が検討した弱視児童の長さの学習に
関するツールである。長さの学習は児童が日常生活で出
会う様々な単位に対する考え方の基盤を育てるために重
要である。しかし，弱視の児童にとって，視野狭窄，中
心暗点，照明不良や眼振などの影響を受けて，長さの学
習が難しく，指導の効果が低い傾向が見られた。弱視の
児童に対して長さの学習を効果的に進めるために，弱視
児童の見え方を踏まえた教材の工夫が大切である。現在，
弱視児童の指導で，白と黒を反転させた見やすい定規等
の視覚障害者用定規が活用されている。しかし，実際に
使うと，物を近づけてみることになり，定規が滑りやす
くなりがちである。なお，定規を使って，大きな対象物
は長さの測定が難しく，小さい対象物の測定にとどまり
がちである。この問題を解決するために，第１著者は
iPadやiPhoneのメジャーアプリ「計測」の活用を検討
した。「計測」アプリは，小さい対象物の測定に限らず，
車など自分自身よりも大きな対象物をカメラで認識し，
そのままポイントすることで長さを測ることができる。
弱視の児童は興味のあるものを測ることを通して，生活
中で出会う様々なものの長さを主体的に学習することが
できる。また，友達同士で興味を持った物の長さを測定
し，それぞれ自分の結果を発表するにあたって良好な人
間関係を築く，人間関係の改善にも繋がると考えられる。
　言うまでもないことだが，「計測」アプリなどのICT
導入は全員の弱視児童に必要であるわけではない。一人
一人の実態に応じた適切な支援を行なっていくことが重
要だと考える。
Ⅲ．考察
　今回のMoodleを用いた授業で，作成されたツールは，
手作りで手の込んだものや使う人に合わせてチューニン
グされたものも多くあった。しかしながら，実用化や一
般化する際には，それらは誰にでも扱いやすく，誰にで
も合わせられるような柔軟性も重要となってくる。実運
用上でのコスト論は無視できない。実際，作成にかかっ
た時間や労力を要する。Moodleの授業で講読した高橋・
植村・佐藤（２０１６）の論文においても，学校現場におい
て，視覚障害向けの副教材作成を担う人材が少ないこと
が指摘されている。ツールや教材を導入する際の，「抵抗
感のなさ」は今後重要な課題になってくると考えられる
が，障害のある人々との人間関係の形成を考える上で，
今後も検討を重ねていきたいと考える。
＊注１）Moodleについては，https://moodle.org/　参照
（閲覧日：２０２０．８．１０）
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